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　平成30年度の東京都助産師会政策提言委員会は、三島
典子委員長と委員７名（宗祥子、片岡弥恵子、横塚夏奈、平
出美栄子、横川峰子、清水幹子、佐山理絵）で活動していま
す。片岡会長のご指示のもと、東京都において、それぞれの助
産師がより力を発揮し、母子や家族をはじめとした人々の健
康・福祉の改善に貢献するためにはどのような政策や制度
が必要かを考え、助産師の職能団体として行政や関係機関
への要望活動等を行っています。今年度の政策提言委員会
では、東京都の母子の特徴や支援する助産師が置かれてい
る喫緊の状況に即しつつ、できる限りそれぞれの根拠や理由
が明確になるように内容を吟味して、要望内容を構成いたしま
した。以下が今年度の要望内容の枠組みです。

平成31年度予算及び政策に関する要望書
　子育て不安、虐待、産後うつなど子育てを取り巻く諸問題が
顕著化している中、女性や子ども、家族にとって最も近い場所
で、継続的なケアを提供できる助産師の役割がますます必要
とされています。
　公益社団法人東京都助産師会では、助産師職の専門団
体として、次代を担う子どもたちを安心して産み育てられる社
会をめざし、妊娠・出産・育児に対する支援および、女性と
家族の健康支援に取り組んでおります。
　命が大切に育まれ、安心した子育てができる社会の実現に
向けて、助産師による一層充実した母子保健サービスの提供
等が推進されるよう、以下の４項目を要望いたします。
【要望事項】
１.すべての出産を経験する女性が、産前産後のケア・支援
　サービスを利用できるよう支援されたい。また、地域で母子
　を支援する助産師の参画が推進されるよう区市町村に周
　知を図られたい。
２. 助産所における安全で安心な分娩を支援されたい。

３. 災害時において、助産師が有効な支援活動を行えるよう
　な仕組みを確保されたい。
４.   安心して妊娠・出産・子育てができる社会を実現する
　ために、地域や施設で活動する助産師の能力向上に向
　けた取り組みを推進されたい。
　また、各要望事項について、説明文を作成し添付していま
す。例えば「１.すべての出産を経験する女性が、産前産後の
ケア・支援サービスを利用できるよう支援されたい。また、地域
で母子を支援する助産師の参画が推進されるよう区市町村
に周知を図られたい。」においては以下のような説明文を添え
ました。説明文は、東京都の特徴を踏まえ、産前産後ケアのサ
ポートが母子にとって重要であるにも関わらず、必ずしもそうし
たケアやサポートが充分に利用できる環境は整っていない現
状を説明することで、要望内容そのものだけではなく、「なぜこ
の要望が実現されることが必要なのか」という要望の根拠とな
る『理由』を一緒にお伝えし、できるだけ分かりやすくそして説
得性をもつようにと考えました。

【要望事項 1における説明】
　妊娠・出産・育児は、女性や子ども、家族にとって大
きな変化をもたらすものです。核家族化が進み、地域の互
助や親族等からの十分な支援が受けられない傾向にあ
る現代において、とりわけ初めての出産においては、女性
は孤立した子育て環境で、経験したことのない不安や悩
みを抱えながら過ごしている状況があります。昨今は、虐
待により幼児が死亡するといった痛ましい事例も報告さ
れ、子育て不安、虐待、産後うつなど子育てを取り巻く諸
問題が顕在化している危機的な状況といえます。出産と
いう大きな環境変化をもたらすタイミングの前後に、産前産
後のケアやサポートとして包括的に女性や子ども、家族を
支援することは、産後の変化の多い時期を問題なく過ご
すとともに、その後の長い育児を健やかに過ごすためにも
重要だと考えます。
　厚生労働省子ども家庭局の施策である「産前・産後 小池百合子都知事との面会

広報委員　中 友里恵

今年で4年目のマタニティフェステバル。11月3日（土）
いいお産の日に、妊婦さん75人、産後ママ92人、夫114
人、子供118人、その他21人で計 420人の方がご参加下
さいました。地区別では文京区75人、豊島区、江東区9人、世
田谷区8人、他6人以下あちこちからご来場いただき、今年も
昨年同様に大盛況でした！
　このイベントの主な企画・運営は３部会持ち回りで担当しま
す。今年は助産所部会で担当しました。4年前に作成したチラ
シは３年間同じスタイルでしたので、若手の委員にリニューア
ルをお願いし、近隣の産婦人科医療機関50カ所の外来師長
さんに宛てにチラシを送りました。お産劇は、今年は日頃から
両親学級で上演しているという劇団八千代（八千代助産院の
助産師たち）にお願いしました。新たな企画として、抱っこ紐
の正しい使い方を教えるベビーウェアリングコンシェルジェ
の人たちを招いた講座を開催しました。
助産所部会委員はSNSを活用しての宣伝に取り組み、昨年
と比べなんと30人も妊婦さんの参加が増えたのが今年の大
きな成果だと思います。
　もっと妊婦さんの参加が増えるにはどうしたらよいか？お
手伝いくださった理事さん、３部会の皆様との反省会では白
熱した議論が繰り広げられ（ちょっとオーバー？）、目指せ100
人妊婦！を来年の目標にしたいと思います。
〈お産劇〉施設勤務部会　相沢澄子
　観客約40人と満員御礼で大好評でした。お産劇の第1部
は施設勤務部会の助産師が病院での出産場面を、第2部は
八千代助産院おとわバースの助産師が助産院での出産場面
という設定でした。産婦役の陣痛に耐える自然の姿、それを
サポートする助産師、そして心配そうに分娩を見守る産婦の
家族の演技は本番さながらで観客の目を惹いていました。元
気な産声とともに会場から拍手喝采が起こり、まさしく「リア
ルなお産」でした。助産師から、女優に転職もできそうです。
〈ベビーウェアリング〉助産所部会　月野真紀
　初めての試みとして助産所部会では、ベビーウェアリング
コンシェルジュである、助産師5人をお招きし、ベビーウェアリ

ング講座を開催しました。赤ちゃんが安心し、父母の疲れない
抱っこの方法や寝かせるコツを、参加者も人形を抱っこしな
がら学びました。災害時の避難方法として、トートバックに赤
ちゃんを乗せて避難する方法も紹介されました。そしてエル
ゴやスリング、兵児帯などの使い方を紹介し個々に体験。ご夫
婦での参加が多かったので、各々に合った紐の使い方を見つ
けられ、参加した方からはゆっくりじっくり体験できてよかっ
た、と好評でした。
〈QBケア〉保健指導部会　板橋知子
　おとわバースの一室をお借りして細々とQBケアが始まっ
た。最初は事前予約が少なく、やや残念間を抱きながらのス
タート。でも20分の展開の中で、緊張の面持ちのママやパパ
達が入ってきたはずなのに帰りには「来てよかった」「もう少し
話して帰りたい！」優しい顔でお帰りになる。そんな様子に私
たちは充実感を抱いた。終わってみれば、今年は13ケースの
来所。受付での一声が午後からのこの盛況に結びついたのだ
ろう。この機会で地域での要フォローケースに出会った。ママ
にとっても我々にとっても、どこかで、誰かが、それも専門家
があなたのそばにいるというメッセージを送ることができる
場面に居られることが両者の救い、安心につながるのだと思
う。この小さな働きが育児を支える場面なのだと確信した。
〈妊婦相談コーナー〉助産所部会　坂田やい子
　毎年行っている妊婦相談コーナー、今年は例年になく多数
の方が来訪されました。「お産劇」を観て自分の出産とオーバ
ーラップしてしまい気分が悪くなった妊婦さんがいらっしゃ
り、肘を曲げて脇を開くように体操を促し、固くなっていた肋
骨を緩めてもらうと「気分が良くなった」と顔色も良くなり笑
顔で帰られました。その他「心音が聞きたい」「胎動が少な
い」「恥骨痛」等を訴え来訪される方々に心音をドップラーで
聞いたり、お腹に手を当てながら赤ちゃんに話しかけ一緒に
胎動を感じたり、骨盤調整を行い自宅でできる体操を助言し
たりしました。ご主人にも妊婦体験や胎動体験、授乳体験をし
てもらい、ご夫婦でできる事を考えてもらえるきっかけになっ
たと感じました。

サポート事業」や「産後ケア事業」は区市町村が実施主
体となって行われるものですが、東京都においてはその展
開が区市町村によって大きく異なる現状があります。例え
ば、助産所で産後ケアを利用しようとした場合、居住する
区によって負担額が大きく異なり支援を受けることを躊躇
するといったことや、区市町村によって利用できるサービス
内容が異なるといったことがあります。※出産を経験する
女性が、すべての区市町村において、産前産後のケアや
支援を十分に利用できるよう、区市町村における事業の
実施を調整する等、東京都としてのご支援をお願いいた
します。
　また、助産師は、女性や子ども、家族にとって最も近い
場所で、生活に密着し継続的なケアを提供することがで
きる存在です。産前産後のケアや支援に関する事業にお
いては、地域で母子を支援する助産師のあらゆる段階に
おける参画が推進されるよう、区市町村に周知をお願い
いたします。

助産師による個別相談。妊婦さんに寄り添って話を聞きます

毎年恒例の「お産劇」は笑いあり涙あり

助産所部会長
渡辺 愛

今回、初めてとうきょうマタニティフェスタに参加しました。東
京都助産師会館のフロアをすべて使用し、プレママや産後のマ
マと赤ちゃん、そして助産師が楽しめる空間になっていました。
私は主に、東京都助産師会が主催するイベントに取材させてい
ただきました。
　まずベビーウェアリング講座では抱っこの仕方を人形を使っ

て一緒に練習します。人形とはいえ、慎重に首をささえながら
「こんな感じかな」「こわーい！」といった笑顔と冷や汗？が混ざっ
た楽しい会話がきかれました。初めての体験に緊張しながらも、
これから産まれてくる赤ちゃんにわくわくしている様子でした。
　スリングやさらし一枚布を使用したおんぶや抱っこの方法も
体験します。赤ちゃんが心地良いだけでなく、ママやパパも快適

な方法を学ぶことでお互いの負担が少なく、赤ちゃんとの
時間をより楽しく過ごすことが出来ると感じました。驚いた
のはパパからの質問が多く、育児への積極的な姿勢がみら
れたことです。コツやポイントを丁寧に教えてもらいながら、
「上手ですね！」とほめられるととても嬉しそうでした。
　お母さんが妊娠中の２歳の男の子は、初めてのおんぶで
ママと同じ目線にびっくりしていましたが、ママと密着してい
ることですぐに安心した様子でした。私は、抱っこはほとんど
が新生児なので、首のすわった乳幼児の抱っこやおんぶは
とても興味深かったです。
　そして、毎年の恒例の助産師によるお産劇は、病院編と
助産所編の2部構成です。陣痛が発来して助産師へ電話
をかける場面から、入院して出産までの流れを笑いあり涙
ありのリアリティある劇でした。私も劇を観ながら、「そうそう
こんな感じ」と皆と劇に一緒に入り込んでしまいました。
　多くの妊婦さんが、出産は病院で産むものと思っていま
す。しかし、お産劇を観た後の感想では、「初めてのお産なの
で病院を選んだのですが、劇をみて助産院という選択肢も
あると知りました。」や「助産院で産むときの、緊急時の対応
を教えてほしい」など助産院を知り関心を持ってもらう機会
にもなりました。　また個別相談出来るブースもあり、それ
ぞれの相談事に対して、とても丁寧に対応されていました。
助産師はお産だけでなく妊娠の時から産後、子育てまで相
談できる専門家であるということも知っていただいたと思
います。
　この他、子供と楽しめる年賀状の「おひるねアート」や、赤
ちゃんとのコミュニケーションツールを学ぶ「ベビーサイ
ン」などユニークで楽しいブースもあり、プレママプレパパ、
産後のママパパ、子どもたちが楽しめる場となっていまし
た。参加して頂いた方には、助産師をより身近に感じてもら
える良い機会となったと感じました。今回、私はマタニティ
フェスタに初めて参加し、話を聞いたり劇を観たりと、とても
楽しかったです。たくさんの方に、気負わず楽しく妊娠から
出産、子育てまで出来るように、またそれを支援する助産師
のことを知ってもらえるよう、来年もマタニティフェスタを
たくさんの助産師で盛り上げて行ければと思いました。

　要望活動の中で、要望の理由を明確に示すことは実際の
母子の状況をお伝えすることにもなり有意義であると同時に、
その際はできるだけ根拠に即して伝えることが重要だと考えて
います。政策提言委員会では、来年度に向けて、「産後ケア」
「災害」「嘱託医の確保等」「命の教育」「助産師教育指導講
習会（都委託）」「地区分会活動」といったテーマを掲げそれ
ぞれの担当が根拠や理由を明確にしつつ要望内容を検討し
ているところです。根拠や理由を明確にするプロセスにおいて
は、会員のみなさまの実地に即した知見を集約してまとめるこ
とが必要となります。関係各所に母子や家族、助産師の状況
を分かりやすくお伝えしていくためにも引き続きご協力のほど、
是非よろしくお願いいたします。
　また、今年度の要望活動の中では、東京都助産師会が小
池百合子東京都知事に面会する機会を持つことができまし

た。知事は面会の中で、「大きな節目となる出産。産後うつと
いった問題が起こらないように支援が必要」「児童虐待などが
ある中で子どもやその家族を取り巻く状況には支援が必要」と
おっしゃっていらっしゃいました。政策提言委員会は今後も現
場に即した根拠をもとに、母子や家族を支援する助産師がより
力を発揮できるような政策や制度を考え、活動してまいります。
　
　


